
新公会計・公共施設等総合管理計画担当 

１ 新公会計制度 

 複式簿記・発生主義に基づく日々仕訳の開始に伴い、職員研修等により新公会計制度の円滑な運

用を推進するとともに、予算説明書の決算版として作成する決算説明書の内容検討等、決算に向け

た準備を行った。 

（１）職員研修 

  日 程  平成 29年２月１日（水）午前・午後 計２回 

参加者  係員 約 50人 

内 容  日々仕訳の流れ（仕訳～決算）、資産と費用の見分け方など 

講 師 公認会計士 宗和 暢之 氏 

（２）庁内勉強会 

  趣 旨  新公会計制度に精通した職員を育成するため、各部の若手職員を中心に開催 

日 程  平成 28 年 11月 17 日（木）、12月 16 日（金） 計２回 

参加者  係員 各回 10人 

  内 容  新公会計制度の概要、事例紹介など 

２ 公共施設等総合管理計画 

  全国的に公共施設等の更新費用や維持管理費用の確保が課題となるなか、身の丈に合った行政運

営を目指しつつ、時代とともに変化するニーズに対応するため、今後の公共施設等のあり方に関す

る基本方針として公共施設等総合管理計画を策定した。 

企画調整課 
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